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北海道エゾシカ保護管理計画と北海道エゾシカ保護管理計画と
知床半島エゾシカ保護管理計画

エゾシカ保護管理計画（北海道）
農林業被害の軽減 絶滅回避しながら 安定的な農林業被害の軽減、絶滅回避しながら、安定的な
生息水準を確保．人間活動との軋轢緩和、資源利
用用
知床半島シカ管理計画（北海道のシカ管理計画の
地域版としての位置づけ）

エゾシカの高密度状態によって発生する世界自然
遺産地域の生態系への過度な影響を軽減すること遺産地域の生態系への過度な影響を軽減すること

生物多様性と健全な生態系の保全



北海道エゾシカ管理計画, ,
2002-2007 (北海道 2002)

•人間活動とエゾシカ
との軋轢を軽減との軋轢を軽減

•絶滅の回避

緊急減少措置

•安定的な生息水準
の確保

大発生水準

•自然資源としてのエ
ゾシカと人間の共生

大発生水準

目標水準

漸減措置

ゾシカと人間の共生

(Matsuda et al. 1999) 
社会・経済的な価値判断

許容下限水準 禁猟措置

漸増措置

社会・経済的な価値判断
に基づく管理目標



シカの適正密度とはシカの適正密度とは
(宮木雅美氏資料を補足）

最大個体数 維持

個

最大個体数の維持

森林構造の長期的な持続
個
体
数 最大収穫量の維持

希少植物が絶滅しないレベル
森林の更新が可能なレベル

時間 社会経済(被害）許容密度

生物多様性の保全を重視生物多様性の保全を重視
する自然公園の管理目標



1900年代の初めに絶滅寸前まで激減、1900年代の初めに絶滅寸前まで激減、
その後80年を経て最近20年間に急増
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エゾシカの歴史的な分布の拡大

ミトコンドリアDNAハプロ

タイプで区分される 阿

知床半島には1970年代に阿寒から再分布

タイプで区分される、阿
寒、大雪、日高の集団
（Nagata et al 1988)

阿寒
大雪

Akan
Daisetsu

（Nagata et al. 1988)大雪

阿寒
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.

日高

23緑の地域は針葉樹林を表す
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エゾシカの冬期の分布(知床財団資料）ゾシカの冬期の分布(知床財団資料）

• 最低確認頭数3,177頭 見落としを考慮すると最低1万
頭が生息頭が生息

• シカは標高300m以下に集中し、それを超える地域の
発見頭数は全体の0.6%

• シカの越冬地分
布は非連続的布は非連続的。

• 越冬期のシカは
斜里側に偏って斜里側に偏って
分布（羅臼側の
2.3倍）

越冬拠点



自然定着した知床岬の
エゾシカの個体数変動エゾシカの個体数変動

知床半島知床半島
約1000km2

知床国立公園

岡田秀明氏撮影

知床国立公園
約386km2



知床岬のエゾシカの爆発的増加（年率20％）と崩
壊、植生への影響

1980年代

壊、植生 の影響
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知床岬のエゾシカの個体数変動 増加と知床岬のエゾシカの個体数変動：増加と
崩壊を繰り返すがピークは減少しない
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ミズナラオヒョウ

1999年 岡田秀明氏撮影

イタヤカエデ

1987年4月

2003 年5月2003 年5月



60

1987 1988 1995 1999 2003

20

40

60

Pl
ot

 1

0

5 15 25 35 45 55 5 15 25 35 45 55 5 15 25 35 45 55 5 15 25 35 45 55 5 15 25 35 45 55

60

P

20

40

Pl
ot

 2

0

5 15 25 35 45 55 5 15 25 35 45 55 5 15 25 35 45 55 5 15 25 35 45 55 5 15 25 35 45 55

120

被食あり

40

80

Pl
ot

 3 　被食あり

　　　なし

0

5 15 25 35 45 55 5 15 25 35 45 55 5 15 25 35 45 55 5 15 25 35 45 55 5 15 25 35 45 55

Size class (DBH cm)
広葉樹林ベルト調査区 直径階分布の経年変化広葉樹林ベ ト調査区 直径階分布 経年変化広葉樹林ベルト調査区・直径階分布の経年変化広葉樹林ベルト調査区・直径階分布の経年変化



森林再生運動地でもシカは増えつ
づけ、最大の阻害要因となっている
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100メス当たりの子の数 （知床財団資料）

100

Autumn
幌別

40

60

80

lv
es

 : 
10

0F

Autumn
Spring

0

20

40

9 1 3 5 7 9 1 3

C
al

88
/8

9

90
/9

1

92
/9

3

94
/9

5

96
/9

7

98
/9

9

00
/0

1

02
/0

3

100 岩尾別

60

80

100

: 1
00

F Autumn
Spring

岩尾別 近年はヒグマがエゾシ
カの子を積極的に捕
食している

0

20

40

C
al

ve
s 食している

0

88
/8

9

90
/9

1

92
/9

3

94
/9

5

96
/9

7

98
/9

9

00
/0

1

02
/0

3



管理計画策定手順(2004～2006）

2004年度 管理計画の基本方針の検討
共通認識の確認共通認識の確認

2005年度 計画骨子案の作成2005年度 計画骨子案の作成
長期的なモニタリング手法の検討

2006年度 保護管理計画の完成2006年度 保護管理計画の完成
合意形成（トラスト運動など）

2007年度 知床岬で密度操作実験開始
3年間で雌成獣450頭捕獲を目指す3年間で雌成獣450頭捕獲を目指す



計画対象地域計画対象地域
（当面のゾーニング）（ ）

核心地域
特定管理地区

核心地域

特定管理地区（知床岬）

世界遺産地域A地区

遺産地域A地区

世界遺産地域A地区

緩衝地域 遺産地域B地区

世界遺産地域B地区

隣接地域（居住地域）

隣接地区境
界線イメ ジ

シカ捕獲禁止区域

国指定鳥獣保護区

16

界線イメージ国指定鳥獣保護区



隣接地域の管理

遺産地域の環境に影響を与えるエゾシカ個体遺産地域の環境に影響を与えるエゾシカ個体
群の分布は、遺産地域に限らず知床半島基部
にまで及ぶため 遺産地域以外の地域であるにまで及ぶため、遺産地域以外の地域である
隣接地域を含めた管理計画を策定している。

地域住民と ゾ カ 軋轢緩和を図る地域住民とエゾシカの軋轢緩和を図る。

17





調査研究・モニタリング

1．植生調査
①植生回復調査①植生回復調査

②シカ採食圧調査

③在来種の分布調査

2．シカ個体群モニタリング
①シカ生息動向調査

②岬地区シカ自然死亡個体調査②岬地区シカ自然死亡個体調査

③越冬群分布調査

④シカ季節移動調査

3 土壌調査3．土壌調査
土壌浸食状況調査

４．その他

年輪分析・花粉分析調査

19



知床岬エゾシカ密度操作実験

エゾシカの採食圧を軽減することにより、
生物多様性を保全することを目標としてい
る。

捕獲数は、越冬個体数を半減させるため、
2007-2008越冬期はメス成獣150頭の捕獲期 成獣 捕
を目標として実施している。

2007年12月～08年5月の実施では、総数：2007年12月 08年5月の実施では、総数：
132頭メス成獣：88、メス0才：10、オス成獣
17、オス1才１、オス0才16頭を捕獲した。

20

17、オス1才１、オス0才16頭を捕獲した。

H20年度は成獣雌120頭以上の捕獲を目標



計画実行のプロセス・順応的管理



ご清聴ありがとうございましたご清聴ありがとうございました


